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News Release 

 

2023 年 9 月 25 日 

 

 

建物・設備の管理を効率化 

空間データ作成・利活用 AI ソリューションの実証実験を開始 

～リコー独自の光学技術と AI を活用、既存設備を 360 度のバーチャル空間に再現しデジタル管理～ 

 

 

株式会社リコー(社長執行役員：大山 晃)は、建設業や建物維持管理業に向けて、空間データ作成・

利活用 AI ソリューションの実証実験を 10 月 2 日から開始します。カメラやレーザースキャナーなど光学

デバイスから取得した点群と、360 度画像を自動的に位置合わせしてつなぎ、既存の建物の内部構造を

3 次元復元した上でバーチャル空間として再現します。Ｗｅｂブラウザやタブレット端末でも閲覧が可能と

なり、遠隔地の関係者とも即時に共有できます。また、建物に含まれている壁や床、椅子や机などの什器

を AI 技術により自動分類できることから、備品の台帳と紐づけることで効率的に建物の維持管理が行え

ます。 

今回の実証実験では、有償でお客様の現場の撮影代行、データ処理、Web ビューアーへのアップロ

ード、備品台帳とデータの紐づけまでをワンストップでリコーが行います。まずは、建設現場における遠隔

での情報共有や、建物維持管理業をはじめとした建物の現場に課題を抱えるお客様にお使いいただく

ことで価値検証を行います。リコーが培ってきた光学技術やソフト・AI 技術を通じて、建物を簡易にデジタ

ル管理可能にし、建設・維持管理業務の変革を目指します。 

 

 

 

＜サービス活用イメージ＞ 
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背景 

建物の維持管理の現場では、既存の図面、写真、台帳などの断片的な情報をもとに、熟練者がデータ

整備、分析、判断をしています。これらは暗黙知で、ノウハウや知識の継承が難しいものでした。また、現

場の情報が不完全なことから、調査や共有の手間がかかっています。比較的新しい建築物は、BIM＊に

基づいた管理が行われていますが、既にある建物を BIM として扱えるようにするには大きな労力とコスト

がかかるのが現状です。建物をデジタルデータに変換し活用することで、熟練者に限らず、またその建物

に立ち入ることなく空間を把握し適切に判断する、建物のデジタル管理が可能になります。 

 

* BIM：Building Information Model の略で、コンピューター上で現実と同じ 3 次元の立体モデルを再現し、建築設計の検

討ができる仕組み。 

 

空間データ作成・利活用 AI ソリューションの特徴 

1. データが不十分な建物でも、簡易に建物をデジタル化 

 カメラやレーザースキャナーなど光学デバイスから取得した点群と 360 度画像を自動的に位置合

わせしてつなぎ、あたかもその建物内に滞在しているかのようにバーチャルに見て回ることのでき

る 3 次元復元を行います。また、建物に含まれている壁・床・天井・ドア・機材などに自動分類（セ

グメンテーション）し、一部は CAD で取り扱える 3 次元形状モデルを抽出（建具・設備モデリング）

することも可能です。 

 

 

＜自動分類（セグメンテーション）＞ 

 

 

＜建具・設備モデリング＞ 
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＜デジタル化された建物＞ 

 

 建物が通常稼働中でも、誰でも簡単に 3 次元情報が取得でき、3 次元復元結果は Web ブラウザ

やタブレット端末での閲覧や、遠隔地にいる関係者との共有が行えます。また、この技術は、修繕

や改修で変化する建物のデジタルデータの更新にも活用できます。 

 

  

＜Web ブラウザで設備を選択・閲覧＞          ＜各設備の関連情報の表示＞ 

 

 

2. デジタル建物内の行動を学習し現場をサポートする AI 技術 

 AI 技術の活用により、取得した点群・画像の統合、そこからの 3 次元 CAD モデルの生成、またデ

ジタル建物の中でさまざまに行われる計測・計画・シミュレーションを支援する機能などを開発しま

した。例えば、デジタル建物の上で熟練者がバーチャル計測調査した結果や、シミュレーションに

基づいた大型機材の搬入計画は、それ自体のデータを AI に学習させることができます。結果、工

事目的に応じた的確な計測支援や、周囲のリスクを考慮した精度の高い搬入ルートを、デジタル

建物自身が提案できるようになります。この AI 支援を使うことで、経験の浅い技術者であっても短

時間で適切な判断ができるようになります。 
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＜熟練者の計測結果を学習した支援＞ 

 

  

＜搬入ルートのシミュレーション＞ 

 

今後の展開 

上記技術に加えて、お客様にもお使いいただける 1 秒で全方位のカラー情報と距離情報を取得でき

る小型・軽量デバイスを開発中です。本デバイスの投入により、お客様自身での建物内部の情報のデジ

タル化をさらに効率化することが期待できます。また、多様な建物での本技術の価値検証活動を通して

データを収集し、新たな機能やサービスを継続的に創出してまいります。 

 

   

＜小型・軽量デバイス（開発中)とその使用時の様子＞ 
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■関連情報 

 空間データ作成・利活用AIソリューション 

https://jp.ricoh.com/technology/tech/126_building_digital_twin 

 

 

■関連ニュース 

 リコー、建設DX展に出展 

https://jp.ricoh.com/info/2022/1129_1 

 

 

＊社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

| リコーグループについて | 

リコーグループは、お客様の DX を支援し、そのビジネスを成功に導くデジタルサービス、印刷および画像ソリュ

ーションなどを世界約 200 の国と地域で提供しています（2023 年 3 月期グループ連結売上高 2 兆 1,341 億円）。 

“はたらく”に歓びを 創業以来 85 年以上にわたり、お客様の“はたらく”に寄り添ってきた私たちは、これからもリ

ーディングカンパニーとして、“はたらく”の未来を想像し、ワークプレイスの変革を通じて、人ならではの創造力

の発揮を支え、さらには持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

詳しい情報は、こちらをご覧ください。 

https://jp.ricoh.com/ 

 

 

 


